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堺 泉 北 港 の歴 史
⑤堺泉北臨海工業地帯
　１９３４年（昭和９年）関西を襲った室戸台風により堺港一帯は大阪府内最大といわれる被害を出しま
した。これを受けて、高潮対策を兼ねた商工業港修築計画が実行に移され、戦争激化による中断など紆余
曲折を経ながらも、戦後、工事が再開されました。その後計画面積を拡大しながら、１９７０年代には約
１７００ヘクタールに及ぶ工業地帯が姿をあらましました。

No.132�（一社）大阪府港湾協会

Vol.Vol.88

造成が進む臨海工業地帯
１９６２年（昭和３７年）の堺市大浜付近（堺市提供）

工場の建設が進む臨海工業地帯
１９７０年（昭和４５年）の堺市西区築港浜寺町付近 

（堺市提供）
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令和４年７月１４日（木）に関空泉大津ワシントンホテルにおいて、令和４年度定時総会を下記のとおり開
催しました。コロナ禍のため講演会及び懇親会を併せて開催する総会としては、令和元年度以来３年振りの
開催となりました。

【令和４年度定時総会】
１　開会挨拶　　横山隆司　会長
２　来賓祝辞　　大阪港湾局　理事　佐藤広章様
３　来賓紹介　　同　泉州港湾・海岸部長　田川慎一様
　　　　　　　　同　泉州港湾・海岸部　総務運営課長　鳥井昭宏様
４　祝電披露
５　議　　事　　�（議長：坂西明良様　山九株式会社泉北支店長）
　　　　　　　　�第１号議案：令和３年度事業報告及び決算について
　　　　　　　　第２号議案：令和４年度収支予算の補正について
　　　　　　　　第３号議案：役員の選任について
　　　　　　　　その他報告事項
　　　　　　　　�以上、第１号から第３号議案について審議を行い原案どおり可決承認されました。

【記念講演会】
１　演　　題　　「涙と笑いのちんどん人生」
　　　　　　　　　～大学を出て４０年　庶民の心　探求の軌跡～
２　講　　師　　ちんどん通信社
　　　　　　　　代表　林　幸治郎氏
３　講演概要　　�大学出の「学士ちんどん屋」として注目を集め４０

年の長きにわたり「ちんどん」一筋に取り組んでこ
られた林氏から「ちんどん」を生業とするに至った
背景や「ちんどん」と神事の関わりなどについて独
自の観点からの講演

【懇親会】
１　開会挨拶　　横山隆司　会長
２　乾杯発声　　�中田正憲　副会長� �

（堺泉北埠頭株式会社　代表取締役社長）
３　余　　興　　「ちんどん通信社」によるアトラクション
４　中 締 め　　�奥野通清　理事� �

（大阪府タグ事業協同組合　理事長）

横山会長開会挨拶

林幸治郎氏の講演

「ちんどん通信社」によるアトラクション

（一社）大阪府港湾協会事務局

令和４年度定時総会を開催
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大阪港湾局 計画整備部 振興課利用促進担当

大阪湾クルーズを実施しました

大阪港湾局では、令和４年７月１０日（日）、１７日（日）にフェリーの魅力をPRする「大阪湾クルーズ」

を実施しました。

本イベントは、府営港湾（堺泉北港）及び大阪港に親しんでいただくとともに、物流や旅客輸送において

大きな役割を担うフェリーをご紹介し、身近で手軽な乗り物であることやフェリーの安全性・利便性・快適

さなどを体験いただくことを目的としたものです。

大阪湾クルーズは、これまで大阪港でのみ実施していましたが、大阪市と大阪府の港湾局の統合による大

阪港湾局の発足（令和２年）に伴い、かねて実施してきた大阪港寄港２船社（フェリーさんふらわあ様、名

門大洋フェリー様）に加え、堺泉北港に就航する阪九フェリー様にもご協力いただき、初の３船社の運航船

によるイベント実施となりました。

各船社定員３００名（計９００名）に対し、計２８，７０４人の多数のご応募をいただきました。

７月１７日（日）に実施しました阪九フェリー様の船舶による大阪湾クルーズでは、泉大津フェリーターミ

ナルを出港し、関西国際空港付近を通過、大阪湾を周遊し帰港する約２時間３０分のルートで、船内では、

マジックショーが行われたほか、大阪府広報担当副知事「もずやん」と阪九フェリーのマスコットキャラク

ター「ふねこ」が登場し、乗船された参加者からは「クルーズイベントならではの体験ができた」「来年も

開催されるなら参加したい」といったお声をいただきました。

マジックショーの様子 もずやんとふねこによるお見送り

フェリーさんふらわあ 名門大洋フェリー 阪九フェリー
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堺泉北港にある堺青果センターには、国内有数の農産物の集荷・販売拠点である大阪府・市中央卸売市場
を通じて、全国の産地から多種多様な農産物が集荷され、大阪港・神戸港等から海外に輸出されています。
今回、アジア等からの需要の高まりに応えるため、堺青果センターの輸出環境の強化等を行い、高品質な
農産物の輸出の拡大を図ります。

大阪港湾局 計画整備部 振興課利用促進担当

全国２例目 産直港湾「堺泉北港」を核とした農産物輸出拡大の取組がスタート‼

高石市の工場夜景は、圧倒的なスケール感と、阪神高速湾岸線から望む連続
したパノラマが魅力です。また、海越しに立ち並ぶ工場と、その姿が水面に映
る明かりや、間近から見ることができる複雑なパイプの配管やプラント、水路
を挟んで工場と高速道路を眺められる景観など様々な姿を見ることができます。

そんな高石市の工場夜景を知ってほしいという思いから、地元の専門学校
（学校法人村川学園　大阪調理製菓専門学校：泉大津市）の学生さんたちが、
工場夜景をイメージしたパフェを作ってくれました。工場の建物を再現したり、水面に反射する色とりどり
の景色を表現したグループ、中には、工場から出る煙を表現したグループもいました。やはり“夜景”とい
うだけあって、色で表現されるグループが多く、色の出し方にとても苦慮されたとのことです。フランボワー

ズで明るい色を表現したり、お花から抽出して海の暗い青を表現した
りなど、学生さんとは思えないような画期的なアイデアで、会場を驚
かせていました。もちろん見た目だけでなく、味もすごく美味しく、
夏っぽくシトラス系だったり、ビター系だったり、目でも口でも楽し
めました。また、「どんな方に食べてもらいたいか。」という質問に、「高
石市に住む方、工場夜景ファンの方、そして工場で働く方に是非食べ
てもらいたい。」という回答から、食べる方を思い、心を込めて作っ
ていただいたんだなと伺えます。

ぜひ本市の工場夜景を大切な方と見にいらしてください。お待ちし
ております。

高石市 政策推進部 総合政策課

高石工場夜景スイーツ

学生考案パフェ
『キラキラ！工場夜景パフェ』

高石市の工場夜景

当該センターにおけるバンニング時の
コールドチェーン確保のため、温度管理
が可能なシェルター（エアーシェルター）
を整備します。これによって、バンニン
グ時でも温度上昇することなく、より高
品質の青果物輸出が可能となります。

※堺泉北埠頭株式会社が整備予定
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令和４年８月２２日（月）に大阪港湾局優良建設工事等表彰式を開催し
ました。

表彰は、業者の技術力の向上を図るとともに建設工事等の適正な施工
を確保することを目的に、大阪港湾局優秀表彰、大阪港湾局優良表彰、
大阪港湾局奨励賞の３つの表彰があり、今回は、令和３年度に完了した
工事及び業務のうち、大阪港湾局優秀表彰１件、技術者１名、大阪港湾
局優良表彰２件を表彰しました。

表彰状授与は大阪港湾局長より行い、挨拶の中で、２０２５年大阪・
関西万博の開催に向けた取組や、大阪港及び府営港湾の更なる国際競争
力の強化を進めていくために、発注者と受注者が各々の役割を果たして
共に取組んでいく必要があると協力をお願いし、各社写真撮影を行い、
令和４年度の表彰式を終えました。

大阪港湾局 泉州港湾・海岸部 事業推進課事業推進担当

令和４年度大阪港湾局優良建設工事等表彰式について

令和４年７月２３日（土）に浜寺公園内にある浜寺海岸（整備延長約２km）において、「NPO法人シニア
自然大学校　高石ジュニア自然大学こどもゆめくらぶ」の子供たち約４０名と、防潮堤についての学習とカ
ニ釣りを行いました。

最近は台風や新型コロナウイルスの影響で開催できておらず、今回は５年ぶりの開催となりました。

大阪港湾局 泉州港湾・海岸部 堺泉北建設管理課維持担当

浜寺海岸　学習会＆カニ釣りを開催しました‼

【防潮堤の学習】
職員が作った手製の紙芝居を使って、子供たちに防潮堤が高潮・津波

から背後地を守っていることや、浜寺海岸の防潮堤は府民の方が利用で
きたり、生物を観察できる環境学習の場としても整備されていることを
学んでいただきました。

またハザードマップを使い、想定以上の高潮や津波が発生した時の浸
水範囲や、避難先についても熱心に学んでいただきました。

【カニ釣り】
護岸内にある水生生物観察池（タイドプール）でカニ釣りを行いました。
子供たちは４チームに分かれて何匹とれるか競ったり、カニの種類に

ついて勉強しました。
この日は潮位が低かったため、カニはなかなか釣れませんでしたが、

手づかみに切り替えた結果、約５０匹のカニを捕まえることができ、大
変好評で引き続き来年度の開催も要望されました。

防潮堤の学習

カニ釣り

令和４年度　大阪港湾局優秀表彰　一覧
区分 工事名等 受賞者名
業務表彰 阪南港�阪南４・５区 貝塚大橋耐震対策実施設計委託 セントラルコンサルタント株式会社　大阪支社
技術者表彰 阪南港�阪南４・５区 貝塚大橋耐震対策実施設計委託 鈴木　宏宣

令和４年度　大阪港湾局優良表彰　一覧
区分 工事名等 受賞者名
工事表彰 阪南港海岸 貝塚地区 北境川排水機場電気設備改良工事 三菱電機プラントエンジニアリング株式会社　西日本本部
業務表彰 泉州海岸 貝掛地区 高潮対策実施設計委託 株式会社修成建設コンサルタント

大阪港湾局長による表彰状授与の様子

受賞者及び大阪港湾局職員集合写真
(※写真撮影のためマスクを外しております。)
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令和４年８月７日（日）に、岸和田港振興協会の設立７０周年を記念した事業として、「日本丸（レプリカ船）
体験クルーズ」を実施しました。当日は大変暑い中ではありましたが、天候にも恵まれました。多くの方に
ご乗船いただき、「岸和田市の臨海部を海から見るツアー」を楽しんでいただきました。

■岸和田港振興協会について
岸和田市及び泉州一帯の産業経済並びに文化の向上発展を目的として昭和２７年（１９５２年）１２月に

設立された任意団体であり、官民が連携して港湾・臨海部の振興に資するための各種取組を設立以来、平成・
令和の時代へと継続して実施しております。
・会員数：６９【６８団体・１個人】（令和４年８月現在）
※当協会が令和３年度に作成した岸和田市の臨海部を紹介する動画はこちら　→

■７０周年記念事業について
岸和田港振興協会設立７０周年と合わせて、今年度は、岸和田市の市

制施行１００周年を迎える記念の年でもございます。これらを記念して、
練習用帆船である日本丸（レプリカ船）を誘致し、市内臨海部を周遊す
る記念クルーズを開催しました。当該船は普段は「うずしおクルーズ観
光船」として淡路島～鳴門海峡で運航されているものです。

イベント開催に先立ち、記念の出港セレモニーでは、当協会会長の 
永野耕平岸和田市長より「本日は岸和田港振興協会７０周年記念のため
に日本丸に寄港していただき、大変嬉しく思っております。これからも
港湾エリアの産業用地としての発展と賑わいづくりに努めてまいりま
す。皆さん、今日は海からいろいろな景色を発見してください。最後ま
で楽しみましょう。」と挨拶し、同協会の横山悦次運営委員長（一心港
運㈱代表取締役社長）とともに、日本丸の大森武士船長と高木清史機関
長に花束を贈呈しました。また、市立産業高校吹奏楽部の皆さんによる
演奏と白い鳩の放鳥に見送られ、午前１１時に第１便が阪南港第４号岸
壁（地蔵浜町）を出港しました。

日本丸はその後、阪南２区（ちきりアイランド）の北側を通り、沖に
出て航行した後、大阪木材コンビナートのある木材港地区、大阪鉄工金
属団地、岸和田水門の見える岸和田旧港地区を通過して、約１時間の航
海を終えて地蔵浜町に戻りました。

午後１時発、午後３時発の合計３便のクルーズを実施し、約１，２００
名の方にご乗船いただきました。対象者は市民の方と、市内在勤・在学
者とし、事前申込制としましたが、一部は抽選となるほどにご好評をい
ただき、下船された皆様の「楽しかった！」というお声を聞くことがで
きた際は、担当者として非常に嬉しく思いました。

港で活躍する船や重機、鉄工団地など、岸和田の産業を支える港湾エリ
アを海の上から見られる貴重な経験は、夏休みの良い思い出になったので
はないでしょうか。これからも当協会としましては、岸和田市の港湾・臨
海部の振興やにぎわいづくりのために様々な取組を展開してまいります。

岸和田港振興協会事務局（岸和田市 魅力創造部 産業政策課産業振興担当）

岸和田港振興協会７０周年記念イベント 日本丸（レプリカ船）体験クルーズ

練習用帆船「日本丸（レプリカ船）」

出港セレモニー・花束贈呈の様子

市立産業高校 吹奏楽部の皆さん

乗船客の皆さんと記念撮影



PORTS OF OSAKA PREFECTUREPORTS OF OSAKA PREFECTURE
6

令和４年８月１９日（金）～２１日（日）にかけて、第３３回全日本ビーチバレー女子選手権大会が岬町せん
なん里海公園「潮騒ビバレー」にて開催されました。株式会社サイエンスの協賛を得て３年ぶりの開催とな
り、当日は、シャワーヘッドの体験＆即売会、グッズ販売がさらに会場を盛り上げました。

本大会は、都道府県の予選を勝ち抜いてこられた選手を始め、トップクラスの選手が推薦選手として出場
されている国内最高峰の大会となっています。開催されたことにより、日本におけるビーチバレーボールの
さらなる発展、普及とともに、全国から関係者や観客の方に岬町へ足を運んでいただき、ビーチバレーのま
ちとして岬町の認知を深めることが出来ました。

岬町 総務部 企画地方創生課

第３３回全日本ビーチバレーボール女子選手権開催

大阪港湾局では、令和４年８月２５日（木）に「令和４年度大阪みなとセミナー」を開催しました。今回の
セミナーは北九州市にて開催され、会場には４１名の参加者にお集まりいただきました。

丸山大阪港湾局長のあいさつに続き、北九州市様、泉大津市様より各自治体の取り組みについてご講演い
ただきました。その後、民間企業の方々の取り組み状況として、「株式会社名門大洋フェリー」様には名門
大洋フェリーグループの輸送サービスについて、「阪九フェリー株式会社」様には、モーダルシフトの提案
についてご講演いただきました。

大阪港湾局からは、大阪港・府営港湾の優位性として貨物の取扱状況やコンテナ、フェリー、RORO航路
の紹介、交通アクセスの立地、インセンティブ等の紹介をしました。また、「大阪港湾局」が一つの組織になっ
て取組む業務の方向性について、利用者をはじめ府民・市民の方にわか
りやすくお示しするために策定した「大阪“みなと”ビジョン」につい
て紹介しました。

なお、本セミナーは、大阪港湾局、一般社団法人大阪府港湾協会、北九
州港航路集貨対策委員会、北九州市港湾空港局の主催で開催されました。

◇開 催 日：令和４年８月２５日（木）１５時００分～１８時００分
◇会　　場：リーガロイヤルホテル小倉
◇参加人数：４１名
◇内　　容：
○開会挨拶　大阪港湾局長　丸山　順也
○「大阪みなとの取組みについて」
　　大阪港湾局　利用促進担当部長　足立　裕介
○「北九州港の概要について」
　　北九州市港湾空港局　港営部　物流振興課長　鈴木　啓介　氏
○「泉大津市の取組みについて」
　　泉大津市長　南出　賢一　氏
○事業紹介　「名門大洋フェリーグループの輸送サービスについて」
　　株式会社名門大洋フェリー　貨物営業部長　藤野　武昭　氏
○事業紹介「阪九フェリーの輸送サービスについて」
　　阪九フェリー株式会社　関西本部　貨物営業部　貨物課長　那須　盛高　氏
○閉会挨拶　大阪港湾局　理事　佐藤　広章

大阪港湾局 計画整備部 振興課／泉州港湾・海岸部 総務運営課

「令和４年度 大阪みなとセミナー in 北九州」を開催しました

セミナー会場の様子

開会あいさつ　大阪港湾局長

表彰式の様子 大会の様子
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■税関１５０周年に向けたお知らせ
税関では、明治５年（１８７２年）１１月２８日、今日の税関の前身である運上所から「税関」と改称さ

れてから、貿易の伸長とともに歩み続け、令和４年１１月には発足から１５０周年を迎えます。１５０年の
歴史において、税関が果たしてきた役割や税関に関する出来事をご紹介します。

大阪税関 堺税関支署

税関１５０周年に向けたお知らせ

＜大正～昭和＞（１９１２年～１９８８年）
税関は、戦争の影響により一度は閉鎖しましたが、戦争が終わると

経済的混乱に乗じて激化した密輸を取り締まるため、再開しました。
日本は、戦後の復興期を経て貿易立国として大きく成長していき、貿
易量が急増する中、税関は迅速な通関に対応するため、新たな制度及
びシステムを導入しました。

人流・物流の増加とともに密輸手口も多様化・巧妙化していき、税
関も取締りの形を変えていくようになりました。 税関１５０周年記念

ロゴマーク

＜幕末～明治＞（１８５３年～１９１１年）
江戸時代末期、日本は鎖国から開国へと歩みだし、貿易のために開

かれた港には税関の前身である運上所が置かれました。明治５年
（１８７２年）１１月２８日、税関が運上所から改称され正式に発足し、
ここから税関の歴史が始まりました。

明治時代の経済発展に伴い貿易量が増加の一途をたどり、それとと
もに税関行政の機能を強化していきました。

＜平成～令和＞（１９８９年～２０２２年）
日本経済の安定期に入り、貿易量が増加の一途をたどる中、国際協

力の推進、新制度の導入、通関手続きのデジタル化などに取り組んで
きました。平成の後期になると人流・物流が更に加速し、迅速で厳格
に密輸を取り締まるため、高性能な検査機器や先端技術を導入し、テ
ロという新たな脅威にも対応してきました。税関イメージキャラクター

『カスタム君』

令和４年で発足から１５０周年を迎える税関は、２０年後、３０年後も更なる国民の期待に応えるため、
世界最先端の税関を目指していきます。様々なイベントや企画を準備しておりますので、ご興味をもたれた
方は税関ホームページをご覧ください。

詳しくは………  税関　１５０周年 検 索
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２０２２年９月４日（日）に大阪府ヨットセーリング連盟二色
ハーバーで「第９回ジュニアヨット国際親善大阪レガッタ（ミキハ
ウスカップ２０２２大阪）」を開催しました。

今回のレースには関西圏のジュニアヨットクラブの全７クラブ
（大阪・伊丹・高松・新居浜・真野浜・和歌山・瀬戸内）が集まり
ました。６歳以上高校生以下の中で、OP級（初級者/上級者）・ラ
ジアル級の３クラスに分かれました。OP級初級者クラスでは１７
人、OP級上級者クラスでは１９人、radialクラスでは６人の選手と
運営４６人がレースに参加しました。前回同様コロナ禍でレースが
開催された為、感染拡大防止対策（当日の体調チェックや来港意向
etc…）を実施いたしました。

この大会は、特別協賛であるミキハウス様が「子どもたちに大
きな夢を」ということを目的に開催されたもので、二色ハーバー
で開催されるのは今回で４回目。レースの他にも、コロナ禍の為
密にならない様に、じゃんけん大会など行い大いに盛り上がりま
した。

レース海面は二色沖になり、クラスによりＡ海面・Ｂ海面に分
かれています。（図１）Ａ海面では、OP級上級者・radial級。Ｂ海
面では、OP級初心者級。でレースを行いました。Ａ海面では５レー
スずつ、Ｂ海面では９レース実施いたしました。両海面も午前中
は２.９kt～３.６ktの微風でのレースになりました。午後からは少
し風が上がり、３.６～４.０ktという風域の中でのレースになりま
した。各選手の得意な風・不得意な風など両方を味わえるレースに
なったと思います。レースで自分の力を発揮し、他のクラブの選手
とレースをすることによって選手同士で新しい事を吸収するいい機
会にもなったと感じます。

表彰式では、ここホームでもある 
大阪ジュニアヨットクラブの選手は
１３人出場し内４人が表彰されまし
た。クラブ対抗順位は２位という結果
になりました！

運営の方々のおかげで体調不良やけ
が人も出ず、無事にレースを行う事が
出来ました。

　９時００分：�開会式、OP級上級者の前年度優勝者のトロフィー
の返還など

１０時２５分：レース開始
１６時００分：表彰式、閉会式

大阪府ヨットセーリング連盟 二色ハーバー

ミキハウスカップ２０２２大阪を開催‼

大阪ジュニアの選手

Laser Radial級クラス

OP級初心者クラス

図１

参加選手のみなさん
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海の写真コンクール、中学生海の絵画コンクールでの知事表彰状の授与

公益社団法人近畿海事広報協会が主催する、広く「海」をテーマにし
た写真を募集する「第４４回海の写真コンクール」と、海の恩恵や海事
産業について関心をもってもらうため、次代を担う中学生から募集を行
う「第５９回中学生海の絵画コンクール」が行われました。

近畿運輸局長賞等とともに、大阪府からも大阪府知事賞を授与してお
り、海の写真コンクールでは工藤 嘉
晃さんが、中学生海の絵画コンクール
では長尾 和奏さんが、それぞれ受賞
されました。

例年は、「海の日」の前後に開催される表彰式において、賞状が授与さ
れますが、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、参集しての表
彰式は行われず、受賞者の方に、海の日の日付の賞状を送付する形で行わ
れました。

また、海の写真コンクールにおいては、大阪府知事賞の受賞者の方には、
一般社団法人大阪府港湾協会からも同協会賞（賞金）が授与されました。

それぞれの受賞作品については、インターネットで『近畿海事広報協会』
で検索するとご覧いただけます。

大阪港湾局 泉州港湾・海岸部 総務運営課総務運営担当

大阪府では、新型コロナウイルスの影響により、令和元年から３年連続で開設中止となった府内４つの海
水浴場（二色の浜、りんくう南浜、箱作、淡輪）において、来場された方の水難事故や感染拡大を防止する
ためのパトロールを実施しました。

海水浴場が開設されていない海岸にはライフセーバーがおらず、水難事故のリスクが高くなります。そのた
め、海岸管理者である大阪府は、来場された方へ遊泳を自粛していただくようパトロールカーで海岸を巡回し
て呼びかけを行うとともに、注意喚起の看板やコーンを設置しました。また、地元市町等とも協力し、海水浴
場が開設されていないことを広く周知するため、駐車場の入口、アクセス道路や駅構内に案内を掲示しました。

来年の海水浴場の開設については、新型コロナウイルスの感染状況等を勘案し、地元市町等が開設の可否
を判断することになりますが、もし来年も開設できなくなった場合には、今年と同様に遊泳は自粛していた
だきますようお願いします。

来年こそは、以前のように海水浴場が開設され、多くの人に来場いただき、にぎわいが戻ってきてくれる
ことを切に願っております。

開設中止となった海水浴場のパトロールについて
大阪港湾局 泉州港湾・海岸部 総務運営課施設運営担当

特選（大阪府知事賞）／工藤 嘉晃さん
【冬空と燈台】

銀賞（大阪府知事賞）／長尾 和奏さん
【Dance with octopus】

開設中止案内（駐車場入口）開設中止案内（アクセス道路）巡回中のパトロールカー
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深日港～洲本港間の航路復活の機運の醸成を高めるとともに、地域の活
性化を図るため、深日港において７月３日（日）、３年ぶりに深日港フェス
ティバルを開催しました。当日は、午前中の雨の影響でビンゴ大会を除く、
ステージイベントは中止となりましたが、会場には町内外から例年を上回
る約６，０００人の方にご来場をいただきました。

当日は数多くのブースが開設され、豪華な景品が当たるビンゴ大会も大
盛況となりました。

また、毎年ご好評をいただいている「うずしお観光船日本丸」による大
阪湾ミニクルーズでは、子どもから大人まで多くの方にご乗船いただき、
海から岬町を眺め、潮風をきって大阪湾を周遊しました。「貴重な体験が
出来た」などご満足いただけたお声をたくさんいただきました。

さらに、深日港フェスティバルでは、港が防災拠点としての役割を担う
ことをアピールするため、消防、警察、自衛隊の皆さんに参加いただき、
消防フェアーも同時開催しました。子どもたちは、防火服を着用したレス
キュー体験やはしご車への搭乗、災害時に活躍する自衛隊車両に乗車する
などの防災体験をし、普段の生活ではできない体験に、目を輝かせて喜ぶ
子や、少し緊張した面持ちの子など色んな姿が見られました。

準備からイベント当日まで、多くの地域の方々にご協力、ご参加をいた
だき、盛況のうちにイベントは無事に終了しました。

第９回深日港フェスティバルを開催しました
岬町 総務部 企画地方創生課

深日洲本ライナーの運航について
岬町 まちづくり戦略室 政策推進担当

岬町と兵庫県洲本市では、両市町を中心とした広域交流の促進と地域の活性化を図るべく、かつて結ばれ
ていた旅客船の航路復活に向けた取り組みを行っています。

平成２８年４月に両市町及び国や港湾管理者等の関係機関により構成される「深日港洲本港航路に関する
連携協議会」が発足し、この協議会での意見等を踏まえ、平成２９年度より岬町と洲本市を結ぶ旅客船「深
日洲本ライナー」の運航を実施しており、今年度から新たに地方創生推進交付金事業の認定を受け、令和６
年度まで深日洲本ライナーの運航を継続することとなりました。

現在、大阪湾を横断する航路は無く、深日港洲本港航路が「大阪湾南回りルート」
として実現することによって、観光振興のみならず大規模災害発生時に陸路が遮断
された場合の物流・人流のリダンダンシー確保の一翼を担うこととなります。

一度廃止された航路を復活させる取組みは全国的にも珍しく、多くの方々に船旅
の魅力を知っていただき、ご利用いただけるよう取組みを推進します。 深日洲本ライナー HP

ビンゴ大会の様子

うずしお観光船日本丸

スポーツサイクル積載の様子深日港ライナー乗船の様子 使用船舶「INFINITY」
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令和４年７月３１日（日）～令和４年８月３１日（水）の間、およそ７００年の歴史
があり、堺の夏の風物詩となっている「堺大魚夜市」（主催：堺大魚夜市実行委員会）
をオンラインで開催しました。

堺大魚夜市は、約７００年前、泉州周辺地域の漁師が「航海の神」「漁業の神」
として信仰していた住吉大社に航海の安全と豊漁を祈念し魚を奉納した際、同時に
新鮮な魚を売り始めたのが起源と言われています。

例年７月３１日に大浜公園で開催されていますが、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止及び参加者の安全確保の観点から、現地での開催を中止し、前年度に
引き続きオンラインで開催しました。

住吉大社で執り行われる奉納（神事）の動画配信のほか、今年度は、堺大魚夜市の次代への継承に向けた
取組みとして、主に小学生を対象に堺大魚夜市の歴史などを分かりやすく説明する資料を掲載するとともに、
海の生き物のペーパークラフトなどをホームページで紹介しました。

そのほか、堺大魚夜市のオンライン開催にご賛同いただいた地元企業
等と連携した情報発信として、地元企業等の商品などがお得に購入でき
る夜市限定クーポンの掲載を行いました。

オンライン開催により、これまで「堺大魚夜市」に触れる機会がなかっ
た方にも堺の伝統・魅力をお伝えすることができました。来年は、新型
コロナウイルス感染症が収束し、大浜公園で盛大に開催できることを
願っております。

堺の夏の風物詩「堺大魚夜市」をオンラインで開催しました
堺大魚夜市実行委員会

大阪港湾局、泉大津市、泉大津商工会議所、大阪湾広域臨海環境整備セ
ンター、堺泉北埠頭株式会社で構成する「泉大津フェニックスにぎわいづ
くり委員会」では、野外コンサートをはじめ各種イベントの開催サポート
や、「泉大津フェニックス」のPR活動等に取組んでいます。

【野外コンサートについて】
泉大津フェニックスでの野外コンサートは、今年で１８年目を迎えます。

公演中、観客はマスクの着用や接触を控える等、定められたルールを遵守
し、活気であふれたイベントとなりました。

同委員会では、会場周辺の動線整備や事業者様への情報発信を行い、イ
ベントの実施が周辺事業者様の交通の妨げとならないよう、安全面に配慮
した環境づくり等に取組みました。また、準備期間から開催
当日までイベント主催者や各関係者との調整、会場整備など
に取組むことで、より円滑な開催が実現されるよう各方面の
サポートに尽力しました。

当日は、会場ブースにて観客に廃棄物の最終処分場として
の泉大津フェニックスと堺泉北港に関するクイズを実施し、
オリジナルタオルを配布しました。

引き続き、泉大津フェニックスの知名度向上・にぎわい創
出に向けた取組みを進めて参ります。

泉大津フェニックスにぎわいづくり委員会の取組みについて
大阪港湾局 泉州港湾・海岸部 事業推進課地域調整担当／総務運営課総務運営担当

◆８月２７日（土）２８日（日）　
RUSH BALL ２０２２

（主催： グリーンズコーポレーション、��
讀賣テレビ放送� ）

◆９月１０日（土）１１日（日）
HEY-SMITH presents 
OSAKA HAZIKETEMAZARE FESTIVAL 
２０２２
（主催：グリーンズコーポレーション）

住吉大社での奉納（神事）の様子

イベント当日の様子
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大阪８８０万人訓練に合わせて地震津波災害対策訓練を実施しました
大阪港湾局 泉州港湾・海岸部 総務運営課危機管理担当

令和４年９月２日（金）に毎年恒例の「大阪８８０万人訓練」が行われま
したが、大阪港湾局では、それに合わせて職員が独自の地震津波災害対策
訓練を実施しました。

当日１３時３０分に南海トラフ巨大地震が発生し、津波が大阪湾に襲来
するという想定のもと、沿岸市町など関係機関と連携して訓練を行ったこ
とで、改めて発災直後の初動対応の内容を確認、習熟することができました。

訓練では、まず机の下に潜るなど身を守る行動を取った後、職員一人 
一人が携帯電話によりシステムに安否状況を入力しました。その後、非常
時の役割分担に従って初動の班体制を確立し、班長の指揮のもと、刻一刻と迫る津波到達時間をにらみなが
ら、緊迫感に満ちた海岸保全施設の閉鎖情報等の伝達、集約、共有を行いました。

沿岸市町では、職員が実際に水門や防潮鉄扉などを閉めに走り、３０分おきにその状況を大阪港湾局あて
に報告するなど、津波到達のタイムリミットを意識した訓練を行いました。

また、近畿地方整備局とは、大阪港湾局災害対策本部へのリエゾンの派
遣や、堺２区基幹的広域防災拠点の運用に関する情報の伝達という形で連
携し、訓練を実施しました。

大阪港湾局では、津波到達までの限られた時間で初動体制を整え、速や
かに情報伝達を行うため、これまでも繰り返し訓練を行ってきたところで
すが、いついかなる時に自然災害が発生しても慌てることなく対応できる
よう、今後もより良い初動対応のあり方や情報伝達方法を検証しながら訓
練を重ねていきます。

（一社）大阪府港湾協会では、令和４年１１月１０日（木）～１１月１１日（金）の日程で愛知県の三河港を視
察します。三河港は自動車貿易において世界トップクラスの取り扱いを誇り日本を代表する自動車港湾とし
て発展しています。当日は巡視船による港湾視察の他、国（国土交通省三河港湾事務所）、愛知県（三河港
務所）、豊橋市（三河港振興会）の各担当者からのレクチャーと意見交換、フォルクスワーゲングループジャ
パン本社の見学等を予定しています。

【令和４年度　他港視察概要】
○日　　程　　令和４年１１月１０日（木）～１１月１１日（金）
○視察場所　　愛知県三河港
　　　　　　　 日本の中央に位置し首都圏や近畿圏もカバーする地理的優位性を誇る物流拠点。総延長約

２０kmの岸壁とコンテナターミナルで中部地域の基幹産業である自動車を中心とした「もの
づくり」を支えるとともに全国に向けた物流の結節点としての役割を果たしている。

○行　　程　　南海電鉄堺駅（集合・解散）
　　　　　　　はやぶさ国際観光バスで移動
　　　　　　　宿泊：ホテルアソシア豊橋（JR豊橋駅構内）

迫る津波を意識しながら

幹部も一堂に会して災害モードに

（一社）大阪府港湾協会事務局

他港視察（愛知県三河港）を実施します！
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コスモ石油堺製油所は、１９６８年に堺泉北臨海工業地帯で操業を始めました。当所は、ガソリン、灯油、
航空機燃料、軽油など、日々の生活に欠かせない石油製品を製造・供給しています。原料となる原油は、
VLCC（Very Large Crude Oil Carrier）と呼ばれる大型タンカーで中東等の産油国より当所に運ばれ、製
造した石油製品の約７割は、海上より出荷しています。堺泉北港を通ってきた原油が石油製品に生まれ変わ
り、堺泉北港を通って各地に届けられています。
＜地球環境に対する取組み＞

地球環境に対する取組みとして、バイオ燃料の製造を行っています。海
外から輸入したバイオエタノールを原料として、バイオETBE（Ethyl Tert-
Butyl Ether）を製造し、ガソリンに配合しています。更にカーボンネットゼ
ロに向け、SAF（Sustainable Aviation Fuel）と呼ばれる航空機燃料の製
造の検討を始めています。これは、原料の生産・収集から、製造、燃焼ま
でのライフサイクルにおいて、二酸化炭素の排出が従来よりも削減される航
空機燃料で、２０２５年までに製造設備の稼働、供給開始を目指しています。
＜地域活動＞

地域貢献の一環として、堺市の友好都市である奈良県東吉野村の里山
保全活動、当所近隣の清掃活動などを実施しています。それらを含めた
活動について、地域の方々への情報発信として、「りんかいだより」を
毎年発行し、当所の取組みを紹介しています。

当所は、これからも堺泉北港とともに、地域の発展と地球環境に優しいエネルギーの供給につとめていきます。

弊社は２０１８年１０月、創業１００周年を迎えましたが、プラント・エンジニアリング（PE）、ロジス
ティクス（LS）、オペレーション・サポート（OS）を有機的に結び付けた「山九のユニーク」をビジネスモ
デルとして展開しています。

この度、弊社は、大阪府高石市に「関西ケミカルセンター（仮称）」を２０２３年５月に開業いたします。
同センターは約２万７２４８平方メートルの敷地に危険物倉庫８棟を構え、既存の危険物倉庫にはあまり見
られない大型のひさしと、海上コンテナに対応したドックレベラー４基を備えた高床式倉庫を有しており、
雨天時の効率的なオペレーションも可能にします。危険物第１類、第２類、
第４類、第５類の他、毒劇物等多様な貨物に対応。顧客である化学品メー
カーの強い需要に応えるとともに、医薬品、電子部品材料、リチウムイオ
ン電池などをターゲットに据えて取込んでいきます。

また、８棟の内４棟は温度管理機能を備え２～２５度の温度帯にも対応。
また、顧客からの厳格な温度管理ニーズに対応するため一部定温機能

（±３℃）も有します。他にも非常用発電設備と床レベルO.P＋４.８mを
確保しBCPにも対応しています。

大阪港、関西国際空港とのアクセスの良さから、多
数のお客様のご利用が期待でき、大阪港、堺泉北港の
活性化に貢献したいと考えています。
（建設場所）大阪府高石市高砂２丁目１番地

２０２３年５月に関西最大級の危険物倉庫『関西ケミカルセンター』を開業
山九株式会社 泉北支店

 
【所在地】　〒592-8551　大阪府堺市西区築港新町３丁１６番地
 コスモ石油株式会社 堺製油所　TEL 072-245-8551 ／ FAX 072-245-1249

 
【所在地】　〒592-8335　大阪府堺市西区浜寺石津町東２丁３番３０号
 山九株式会社 泉北支店 営業企画グループ　TEL 072-243-3912 ／ FAX 072-243-3913（担当）富田

地球環境に優しいエネルギーの供給と地域貢献に努めていきます
コスモ石油株式会社 堺製油所

里山保全活動

VLCCの着桟

イメージ図
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貝 塚 港 湾 振 興 会
会　　長　　酒　　井　　　 了　　 　（貝 　 　 塚 　 　 市 　 　 長）
副 会 長　　東　　村　　一　　夫　　（貝 塚 商 工 会 議 所 会 頭）
副 会 長　　小 河 原　　賢 　 二　　（奥本製粉㈱代表取締役社長）

〒597-8585　貝塚市畠中１丁目 17 番１号
貝 塚 市 都 市 整 備 部 都 市 計 画 課 内
TEL. ０７２（４３３）７２４６（直通）
FAX. ０７２（４３３）７５１１（代表）
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本社：〒590-0954　大阪府堺市堺区大町東1丁1番10号
TEL：（072）238－1161　 FAX：（072）223－4050
URL：http://www.shin-yo.co.jp/

https://www.daito.biz
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編 集 後 記 �
●�泉州みなと食巡り第２回は、堺で大人気の麺のお店をご紹介させていただきました。次号は阪南港周辺の食のスポットを
巡るとともに、歴史コラムにおいても阪南港についての連載が始まりますのでよろしくお願いします。

●�会員の皆様のお力添えにより、定時総会を無事終了することが出来ました。今年度も後半を迎えることとなりますが、引
き続き、他港視察等の事業に積極的に取り組んで参りますので、今後も変わらぬご支援をお願いします。

●�読書の秋、芸術の秋、スポーツの秋、食欲の秋。皆さんはどの秋をお過ごしでしょうか。食欲の秋の私は、『みなと食め
ぐり』のお店を満喫しようと思っています。みなとにある美味しいお店、是非ご紹介ください。
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会 員 名 簿

令和４年10月１日
会員　１７６団体

㈱アイ・エー・エー
朝日海運㈱
㈱アテックス
イースタン・カーライナー㈱ 泉北営業所
泉大津港湾振興会
泉大津市
泉大津商工会議所
泉大津埠頭㈱
泉大津マリン㈱
泉佐野市
泉佐野商工会議所
一心港運㈱
岩谷液化ガスターミナル㈱
岩出建設㈱
㈱エヌティーシー
ENEOS㈱ 堺製油所
ENEOS㈱ 製造部 大阪事業所
大阪運輸㈱
大阪運輸倉庫㈱
大阪機船㈱ 南海支店

（一財）大阪港湾福利厚生協会
大阪製鐵㈱ 岸和田工場
大阪船主会
大阪府
大阪府漁業協同組合連合会

（一社）大阪府清港会
大阪府タグ事業協同組合

（公財）大阪府都市整備推進センター
（一財）大阪府マリーナ協会
大阪府みなと友好倶楽部
大阪府ヨットセーリング連盟

（一社）大阪木材コンビナート協会
大阪湾広域臨海環境整備センター
大豊運輸倉庫㈱
㈱オーナミ 関西事業部
奥田数㈱
奥本製粉㈱
貝塚港湾振興会
貝塚市
貝塚商工会議所
梶野産業㈱
金澤運輸㈱
要薬品㈱
兼杉興業㈱
㈱上組 大阪支店 堺出張所
㈱カワサキ
関空泉大津ワシントンホテル
関西港湾サービス㈱
関西電力㈱ 火力事業本部
関西トランスウェイ㈱

関西木材㈱
岸和田港湾荷役㈱
岸和田市
岸和田商工会議所
岸和田港振興協会

（特非）紀泉地域21総合整備協議会
共立梱包㈱
近畿港運㈱
㈱クリエイション
㈱栗本鐵工所 堺工場
KHネオケム㈱ 堺物流センター
ケイヒン海運㈱
原子燃料工業㈱ 熊取事業所
㈱合通ロジ
鴻池運輸㈱
コーナン商事㈱
コスモ石油㈱ 堺製油所
㈱サウスポイント
堺LNG㈱
堺港湾振興会
堺市
堺商工会議所
堺泉北港湾砂利石材協同組合
堺泉北船舶安全協議会
堺泉北埠頭㈱
㈱堺ポートサービス
栄運輸工業㈱
阪口倉庫㈱
阪本薬品工業㈱ 泉北工場
櫻井工業㈱ 製材所
㈱さくらコーポレーション 泉大津支店
山九㈱ 泉北支店
産業振興㈱ 西日本原料部
三興倉庫㈱
三洋海事㈱
サンワールド㈱
汐見埠頭協議会
新関西国際空港㈱
新関西製鐵㈱
伸共運輸㈱
新洋海運㈱
㈱スバルロジスティクス 関西納整センター
㈱住友倉庫
センコー㈱ 南大阪支店
泉州トラック事業協同組合
泉南市

（一社）全日検 大阪支部
泉北港港運協議会
大一機工㈱
第一警備保障㈱

㈱大運
大王海運㈱
Daigasガスアンドパワーソリューション㈱ 泉北製造所
㈱大都
㈱大日警 大阪営業所
大利運輸㈱
高石ケミカル㈱
高石港湾振興会
高石市
高石商工会議所
㈱武丸海運
田尻町
忠岡町
㈱辰巳商会
田中土建㈱ 大阪南合材センター
チヨダウーテ㈱ 貝塚工場
㈱土田組
㈱Dear Laura
DIC㈱ 堺工場
東亜建設工業㈱ 大阪支店
東洋建設㈱ 大阪本店
㈱東洋信号通信社
内海曳船㈱ 堺出張所
内外輸送㈱ 大阪支店
中谷運輸㈱
㈱西村運輸倉庫
㈱日新 阪神支店
日鉄物流㈱ 関西支店
日東タグ㈱ 阪神本部
日東物流㈱ 大阪支店
日本製鉄㈱ 関西製鉄所
日本製鉄㈱ 瀬戸内製鉄所 阪神地区（堺）
日本通運㈱ 大阪国際輸送支店
日本栄船㈱
日本海事興業㈱ 神戸･大阪営業所
日本酢ビ・ポバール㈱
日本振興事業協同組合
日本トランスシティ㈱ 大阪支店
舶用商事㈱
畑野工業㈱
八興運輸㈱
㈱PALTAC
阪九フェリー㈱ 泉大津支店
阪南港運㈱
阪南市
阪南倉庫㈱
阪和流通センター大阪㈱
日立造船㈱ 堺工場
広道商店
藤原運輸㈱

㈱不動テトラ 大阪支店
平和オート㈱
㈱ベスト・プロパティ
豊国石油㈱
POSCO Japan PC㈱
㈱北海鉄工所
北港運輸㈱ 南大阪支店泉南センター
㈱眞壁マテリアル
間口運輸㈱
㈱松菱
丸一鋼管㈱ 堺工場
丸全昭和運輸㈱ 関西支店
丸全昭和運輸㈱ 堺泉北支店
丸紅エネックス㈱ 堺ターミナル
岬町
三井化学㈱ 大阪工場
三井金属パーライト㈱
港通船運輸㈱
南大阪埠頭㈱
㈱やまと
㈱ヤマモト鉃工所
郵船港運㈱
UBE㈱ 堺工場
㈱横河ブリッジ
㈱吉田組 大阪支店
ライオン㈱ 大阪工場
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第59回「中学生 海の絵画コンクール」
大阪府知事賞　長尾 和奏さん

印刷発行／令和4年10月 

一般社団法人
大阪府港湾協会�

〒595-0055��大阪府泉大津市なぎさ町6番1号　TEL.0725-20-0690

FRIEND & SHIP�
大阪府営港湾振興Webサイト��


